
‭令和６年度事業報告書‬
‭（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　‬
‭　特定非営利活動法人おっちラボ‬

‭　‬‭　‬‭１　事業年度内の理事会・総会開催概要‬
‭　　‬

‭(1)‬‭総会‬
‭　　①令和６年５月２３日‬
‭　　　開催場所：三日市ラボおよびオンライン会議システム‬

‭　　出席者数：１０名（うち評決委託者１名）／正会員数１０名　‬

‭　＜報告事項 ＞‬
‭<報告事項>‬
‭第 11 期監査報告‬
‭第 12 期事業計画(令和6年4月〜)‬

‭　　＜決議事項＞‬
‭第１号議案   第 11 期事業報告及び収支決算について‬
‭第２号議案   定款の変更について‬
‭第３号議案   理事の選任について‬
‭第４号議案   監事の選任について‬
‭第５号議案   代表理事の役員報酬及び賞与について‬

‭　　‬
‭(2)‬‭理事会‬

‭　　①令和６年４月２６日‬
‭出席者数:３名‬

‭　＜報告事項＞‬
‭１．第１１期事業報告‬

‭　       ２．第１１期決算見込み　‬

‭＜決議事項＞‬
‭　        第１号議案　第１２期事業計画及び予算案‬

‭　 　        第２号議案　代表理事の役員報酬及び賞与‬
‭　 　        第３号議案　新任理事候補について‬
‭　　         第４号議案　‬‭雲南市ほか3社とのエネルギーに関する連携協定の締結‬
‭　　         第５号議案　定時総会に付議すべき事項‬

‭　　＜協議事項＞　‬
‭１．おっちラボの法人形態について‬

‭　　②令和６年５月２２日（みなし決議）‬
‭出席者数:３名‬

‭＜決議事項＞    　‬
‭第１号議案   雲南市ほか3社とのエネルギーに関する連携協定の締結について‬
‭第２号議案　総会に付議すべき事項について‬

‭　‬



‭③令和６年５月２３日‬
‭出席者数:理事６名  監事１名‬

‭＜決議事項＞    　‬
‭第１号議案‬ ‭議案：代表理事選定‬‭について‬

‭　 ２    事業の概要および成果‬
‭(1)‬ ‭課題解決人材育成・確保事業‬

‭プロジェクト名‬ ‭主な成果‬

‭スペシャルチャレン‬
‭ジ・ホープ伴走支援‬

‭申請前の事前相談を‬‭10‬‭名に実施。最終的に3名に申請してもら‬
‭い、共創会議で審査を行った。‬
‭最終的に採択は3名で、地域課題（米の付加価値、情報発信、シ‬
‭ニアのWell-being）を解決しうる事業拡大及び起業を行った。‬

‭Seedラボ‬ ‭6ゼミで合計‬‭41‬‭回の集まり。のべ266名・ユニーク‬‭160‬‭名の参加者‬
‭を獲得。スペチャレ採択者、Seed採択者、Seed応募者なども参‬
‭加し、チャレンジャーどうしの関係構築、ゼミ間での連携による‬
‭プロジェクト創出が起こってきている。‬

‭Seed〜起業型地域お‬
‭こし協力隊募集〜‬

‭2名が応募しプラン発表、1名を採択。‬‭応募者の現地滞在中に応援‬
‭者となる地域（近隣市を含む）のキーマンとの接続により、広域‬
‭かつ長期視点でのインパクトある計画を提案することができた。‬

‭ローカルベンチャー‬
‭協議会‬

‭カンファレンスでの分科会企画の活用等により、里山ツーリズム‬
‭協議会の設立と関係者の巻き込みが進展した。‬

‭　　　　‬ ‭別紙１「令和６年度課題解決人材育成・確保事業実施報告書」参照‬

‭(2)‬ ‭地域づくり支援事業‬
‭(a)‬‭フォレストハブ‬

‭・Seedラボ「フォレストハブ」実施‬
‭雲南市林業振興課の林業・林産業人材配置支援補助金を活用し、「‬‭移住者や‬
‭若者を中心とした森林整備チーム形成による、森林への多様な関わり方の創‬
‭出‬‭の‬‭た‬‭め‬‭の‬‭人‬‭材‬‭育‬‭成‬‭事‬‭業〜‬‭Forest‬ ‭Hub‬‭〜」‬‭を‬‭実‬‭施。‬‭里‬‭山‬‭整‬‭備‬‭の‬‭担‬‭い‬‭手‬‭チー‬‭ム‬
‭の創出・コミュニティ化と、グリーンパワーうんなんをはじめとする関係者‬
‭との連携に向けた協議が進んだ。‬

‭　‬ ‭別紙２ 「‬‭雲南市林業・林産業人材配置支援事業費補助金実績報告書‬‭」参照‬

‭(b)‬ ‭エネルギー自治‬
‭・‬‭雲南でエネルギー自治を実現する会‬

‭島根県社会貢献基金より助成を受け、「市民協働による発電事業を考える会‬
‭in 雲南」の取り組みを実施。以下の成果につながった。‬

‭①意欲的な市民の可視化とコミュニティづくり‬
‭②市の進める公共施設太陽光PPA事業における地域志向の向上‬
‭③市民が各発電方法をより理解し市民の立ち位置（小水力）を明確化‬
‭④2025年度の活動計画と財源の確保‬

‭　‬ ‭別紙３ 「事業結果報告書」参照‬

‭(3)‬ ‭事務代行事業‬
‭まちづくりに関わる２団体の経理業務等の代行を実施した。‬



‭(4)‬ ‭講師派遣・研修受け入れ事業‬
‭　 13団体の研修を受け入れ、6件講師派遣を実施した。‬

‭　３　事業の実施に関する事項‬
‭　①特定非営利活動に係る事業‬

‭事業名‬ ‭実施‬
‭場所‬

‭事業実施‬
‭の期間‬

‭（契約期間）‬
‭従事者数‬ ‭受益‬

‭対象者数‬
‭事業費‬

‭(単位：円)‬

‭課題解決人材育‬
‭成確保‬

‭雲南‬
‭市内‬

‭R6.4.1～‬
‭R7.3.31‬ ‭4名‬ ‭200名‬

‭経常収益　‬
‭経常費用‬
‭収支合計‬

‭17,940,000‬
‭13,194,560‬

‭4,745,440‬

‭エネルギー自治‬ ‭雲南‬
‭市内‬

‭R6.4.1～‬
‭R7.3.31‬ ‭2名‬ ‭24名‬

‭経常収益‬
‭経常費用　‬
‭収支合計‬

‭320,000‬
‭330,184‬

‭▲10,184‬

‭フォレストハブ‬
‭(林産業‬

‭人材配置等)‬

‭雲南‬
‭市内‬

‭R6.7.8～‬
‭R7.3.20‬ ‭2名‬ ‭7名‬

‭経常収益‬
‭経常費用　‬
‭収支合計‬

‭1,500,000‬
‭1,502,195‬

‭▲2,195‬

‭講師派遣‬
‭研修受け入れ‬ ‭全国‬ ‭随時‬ ‭2名‬ ‭100名‬

‭経常収益‬
‭経常費用　‬
‭収支合計‬

‭1,242,166‬
‭　61,216‬

‭1,180,950‬

‭　②‬‭その他の事業‬

‭データプラット‬
‭フォーム事業‬

‭　業務代行事業‬

‭　経常収益‬ ‭0‬ ‭739,200‬

‭経常費用‬ ‭　　1,086,602‬ ‭548,292‬

‭収支合計‬ ‭　▲‬‭1,086,602‬ ‭190,908‬



‭令和6年度課題解決人材育成・確保事業‬
‭実施報告書‬

‭特定非営利活動法人おっちラボ‬

‭【目　次】‬
‭　　　‬
‭1.　事業のねらい‬ ‭2‬

‭2.　前年度までの主な実績‬ ‭2‬

‭3.　事業実施体制‬ ‭3‬

‭4.　事業実施内容とその成果‬ ‭4‬

‭4.1. スペシャルチャレンジ・ホープ制度における支援‬ ‭4‬

‭4.2.‬ ‭Seedラボ〜起業家・事業家が育ち合うコミュニティの組成及び運営〜‬ ‭8‬

‭4.3.  Seed 〜起業型域地域おこし協力隊による生態系強化〜‬ ‭16‬

‭4.4. ローカルベンチャー推進協議会の雲南ローカル事務局業務　　　　　　　‬ ‭19‬

‭5‬‭．総括〜今後への提言〜‬ ‭25‬

‭主な事業の成果‬
‭プロジェクト名‬ ‭主な成果‬

‭スペシャルチャレン‬
‭ジ・ホープ伴走支援‬

‭申請前の事前相談を‬‭10‬‭名に実施。最終的に3名に申請してもら‬
‭い、共創会議で審査を行った。‬
‭最終的に採択は3名で、地域課題（米の付加価値、情報発信、シ‬
‭ニアのWell-being）を解決しうる事業拡大及び起業を行った。‬

‭Seedラボ‬ ‭6ゼミで合計‬‭41‬‭回の集まり。のべ266名・ユニーク‬‭160‬‭名の参加者‬
‭を獲得。スペチャレ採択者、Seed採択者、Seed応募者なども参‬
‭加し、チャレンジャーどうしの関係構築、ゼミ間での連携による‬
‭プロジェクト創出が起こってきている。‬

‭Seed〜起業型地域お‬
‭こし協力隊募集〜‬

‭2名が応募しプラン発表、1名を採択。‬‭応募者の現地滞在中に応援‬
‭者となる地域（近隣市を含む）のキーマンとの接続により、広域‬
‭かつ長期視点でのインパクトある計画を提案することができた。‬

‭ローカルベンチャー‬
‭協議会‬

‭カンファレンスでの分科会企画の活用等により、里山ツーリズム‬
‭協議会の設立と関係者の巻き込みが進展した。‬

‭　‬

‭1‬



‭1.　事業のねらい‬

‭　‬‭雲南市は、平成27年度から平成36年度（当時）までの10年間のまちづくりの目標と方向‬
‭性‬‭を‬‭示‬‭す‬‭「第‬‭2‬‭次‬‭雲‬‭南‬‭市‬‭総‬‭合‬‭計‬‭画」‬‭及‬‭び‬‭こ‬‭れ‬‭を‬‭基‬‭に‬‭策‬‭定‬‭し‬‭た‬‭「ま‬‭ち・‬‭ひ‬‭と・‬‭し‬‭ご‬‭と‬‭創‬‭生‬ ‭雲‬‭南‬
‭市総合戦略」において、若者や地域自主組織等による地域課題解決に向けた取り組みを促進‬
‭し、多様な人材や団体等が課題解決にチャレンジする総働のまちづくりを推進することとし‬
‭ている。子どもから若者、シニア世代まであらゆる世代を通してチャレンジに優しいまちを‬
‭目指している。今年度「第3次雲南市総合計画」が策定され、そこでも引き続きチャレンジ‬
‭を人材育成の柱としつつ、さらに地域内外の「総働」を謳っている。‬
‭　雲南市をはじめ多くの地方で、課題解決や仕事の創生等による持続可能な地域づくりの推‬
‭進や定住対策などの重要性が高まっている。その中でも、20～40代の若者世代は地方創生の‬
‭即戦力として活躍が期待されている一方、就学や就職で市外へ流出する割合も高くなってい‬
‭る。地域の持続可能性を高めるため過疎地の最前線で取り組むことの価値を高めることで、‬
‭雲南市で課題解決にチャレンジしたいと思う若者を増やしていくことが重要である。それに‬
‭より、地域に必要な前向きな変化（変わらないために変わるべきこともある）が起こり続‬
‭け、若者世代にとって魅力的なまちづくりも可能となる。‬

‭このような視点のもと雲南市政策企画部政策推進課が主催して平成23（2011）年から令‬
‭和3年（2021年）まで開講してきた『幸雲南塾～地域プロデューサー育成講座～』は、地域‬
‭づくりや地域の課題解決を県内でも先進的な取り組みとして多数の卒業生を輩出してきた。‬
‭しかし令和4年度以降は、同塾が対象としてきた人材層の発掘は今後は地域コミュニティや‬
‭他のプログラムに委ねられると判断し、同塾を開講しないこととしており、今年度もその方‬
‭針に変更はない。‬

‭一方で、同塾の上位プログラムとして位置づけ、6期を終えた雲南スペシャルチャレンジ‬
‭制度（ホープ）（以下「スペチャレ・ホープ」）への申請者数は伸び悩んでおり、案件発掘‬
‭が課題であるところは過年度と同様の状況であった。そこで、令和4年度試行的に実施した‬
‭チャレンジコミュニティ創出（起業家・事業家が育ち合うつながり・連携のコーディネー‬
‭ト）を令和5年度にプログラム化し、幸雲南塾経験者など雲南の事業家をゼミ長とするラー‬
‭ニングコミュニティ「Seedラボ」として、多くのチャレンジャーをつなげることを目指す‬
‭こととした。今期は引き続き「Seedラボ」の学び合いを強化することに努めた。‬

‭また、地域外との連携基盤として、今年度も、平成29年度以降継続しているローカルベン‬
‭チャー協議会の雲南事務局業務を担った。‬

‭2.　前年度までの主な実績‬

‭　平成25年に塾の卒業生たちが塾生を相互支援する仲間のネットワーク強化のため立ち上げ‬
‭た任意団体「おっちラボ」は、平成26年にNPO法人化し、同年より幸雲南塾の事務局を‬
‭担っている。‬
‭　また平成30年度より、事業化を目指す起業家に資金を提供する雲南スペシャルチャレンジ‬
‭制度（ホープ）（以下「スペチャレ・ホープ」）の申請者および採択者の伴走支援を行って‬
‭いる。‬
‭　当法人の強みは県外の事業家／起業家人材との接点であるが、その点をより強化していく‬
‭ために平成29年よりローカルベンチャー協議会のローカル事務局を担い、全国のベンチャー‬
‭支援団体や自治体、起業家との情報共有を常に行っている。‬

‭（参考：当法人設立以前）‬

‭2‬



‭平成23（2011）年度　雲南市が主催する次世代育成事業『幸雲南塾～地域プロデューサー‬
‭養成講座～』として開講。社会起業や地域貢献を志す若者の企画‬
‭立案と実践をサポート。第1期（13名卒業）‬

‭平成24（2012）年度　幸雲南塾第2期（11名卒業）‬
‭（当法人設立以降）‬
‭平成25（2013）年度　幸雲南塾第3期（11名卒業）‬
‭　　　　　　　　　　　塾の卒業生による任意団体「おっちラボ」設立‬
‭平成26（2014）年度　幸雲南塾第4期（25名卒業）、NPO法人おっちラボ設立‬
‭平成27（2015）年度　幸雲南塾第5期（4組6名卒業）、ラボアカデミー（9名修了）‬
‭平成28（2016）年度　幸雲南塾第6期（3組6名卒業）ラボアカデミー（14名修了）‬
‭平成29（2017）年度　幸雲南塾第7期（11組：4法人及び11名卒業）　　‬
‭　　　　　　　　　　  ローカルベンチャー推進協議会にローカル事務局として参画　　　‬
‭平成30（2018）年度　幸雲南塾第8期 START（6組7名修了）‬
‭　　　　　　　　　　 スペチャレ・ホープ第1期（3組採択）‬
‭平成31・令和元（2019）年度　幸雲南塾第9期（4組34名）‬
‭　　　　　　　　　　 スペチャレ・ホープ第2期（4組採択）‬
‭令和2（2020）年度　  幸雲南塾第10期（7組7名）‬
‭　　　　　　　　　　 スペチャレ・ホープ第3期（2組採択・7組育成枠）‬
‭令和3（2021）年度　 スぺチャレ・ホープ第4期（2組採択）‬
‭　　　　　　　　　　 幸雲南塾第11期（前期3組・後期8組）‬
‭令和4（2022）年度　  スペチャレ・ホープ第5期（3組採択）‬
‭　　　　　　　　　　 Seed（企業型地域おこし協力隊）（2組採択）‬
‭令和5（2023）年度     スペチャレ・ホープ第6期（3組採択）‬
‭　　　　　　　　　　 Seed（企業型地域おこし協力隊）（1組採択）‬

‭Seedラボ（学びの場37回開催、ユニーク195名の参加者）‬

‭3.　事業実施体制‬

‭平成27年度より市民への若者のチャレンジに対する理解を促し、それまでの経験で培われ‬
‭た多様なスキルを活かし、活動するコーディネーターを配置した。本年度もこの体制を継続‬
‭し、ファンドレイジング・マネタイズ・組織基盤構築・組織運営などを手がける人材を誘致‬
‭し配置することで若者チャレンジを支援する中間支援組織としてのサポート力を強化した。‬

‭＜コーディネータープロフィール＞‬
‭小俣健三郎‬ ‭（配置理由）1981年東京都生まれ。平成27年5月に雲南市へI‬

‭ターン。東京で弁護士として働いており、ビジネスモデル立ち上‬
‭げの際に法務的な支援が可能なこと、NPOや社会起業家との人‬
‭脈があり（新進気鋭のNPOが多数加盟する新公益連盟の監事を‬
‭務めた）、都市と雲南のパイプ役を担えること。‬

‭佐野慎太郎‬
‭（業務委託関係）‬

‭（配置理由）‬‭1995年大阪府生まれ。島根大学卒業後、島根県中‬
‭小企業家同友会事務局に入局。1年後に独立し、2021年に個人事‬
‭業主”As it”を開業、2022年に株式会社ゲテモノを設立。松江で‬
‭カーシェアリング事業を運営するほか、松江起業エコシステム‬
‭MIX運営、宿泊サービスの立ち上げ・新規事業立ち上げ支援にも‬
‭携わる。‬
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‭4.　事業実施内容とその成果‬
‭　‬
‭　令和5年度は、以下の事業を実施した。※各項目について報告書末に参考書類を添付‬

‭4.1.　スペシャルチャレンジ・ホープ伴走支援‬
‭4.2.    Seedラボ〜起業家・事業家が育ち合うコミュニティづくりの組成及び運営〜‬
‭4.3.　Seed 〜起業型域地域おこし協力隊による生態系強化〜‬
‭4.4.　ローカルベンチャー協議会と連携した人材誘致・育成　‬
‭4.5 .   その他‬

‭4.1. スペシャルチャレンジ・ホープ制度における支援‬

‭① 申請検討者との事前相談‬
‭　‬‭申請をした3名のほか、エントリーはしない方向となったが、7名からスぺチャレホープの‬
‭申請相談・伴走を行った。目的にあった補助金の紹介や事業計画の作成補助等を行い、事業‬
‭実現への壁打ちを実施。申請検討者のうち数名は翌年度以降に申請を検討する。‬

‭② 申請者伴走支援‬
‭　平成30年度より雲南市が開始した雲南スペシャルチャレンジ（以下スペチャレ）・ホープ‬
‭事業は、雲南市の課題解決または価値創造に寄与する事業を起こす者を対象に、金融機関の‬
‭融資や寄付、出資と雲南市からの補助金の同額マッチング（上限200万円）および保証料・‬
‭利子補給を行うものである。‬
‭　おっちラボは事務局を務めるとともに、‬‭応募者に対し応募申請前のプロジェクトのブラッ‬
‭シュアップ支援‬‭、および‬‭採択者に対し伴走支援‬‭を実施。また昨年度同様、今年度も共創委員‬
‭からのご意見を踏まえ、‬‭本審査会前に共創委員からのフィードバックをもらうブラッシュ‬
‭アップ会を開催‬‭するという改善を行った。‬

‭＜採択者とプロジェクト内容＞‬
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‭③ 採択者の伴走支援‬
‭＜採択前・後における支援内容＞‬
‭　採択者には、‬‭全員に対して担当者の壁打ちMTGの‬‭機会を設けたほか、地域企業との接続‬
‭や、県の取り組みとの接続を行った。‬

‭採択者‬ ‭おっちラボの支援内容‬ ‭採択者の実践‬

‭原久子氏‬ ‭●‬ ‭雲南市内で開催されるサロン等で‬
‭齢麗美容の取り組みを実施するた‬
‭め、(株)CNCとの接続を実施。‬

‭●‬ ‭クラウドファンディングの際の広‬
‭報支援（Instagramでのライブ配‬
‭信など）‬

‭●‬ ‭地域で開催されるお茶会やサロン‬
‭で、齢麗美容の取り組みを計5回実‬
‭施。‬

‭●‬ ‭クラウドファンディングでは100万‬
‭円を達成額とし、結果126名104%を‬
‭達成‬

‭●‬ ‭エステティシャン育成も今年度では5‬
‭名が修了‬

‭そん・さん‬
‭ひょん‬
‭氏‬

‭●‬ ‭定期的な壁打ちの実施。主に事業‬
‭計画のブラッシュアップを行っ‬
‭た。また、採択後には県の補助‬
‭金・展示会情報を共有。‬

‭●‬ ‭現在取引が決定している企業は計5件‬
‭●‬ ‭マッコリ作り体験は計7回実施‬
‭●‬ ‭商品が完成した‬

‭權 智賢氏‬ ‭●‬ ‭定期的な壁打ちの実施。審査会に‬
‭向けて、検討すべきポイントの洗‬
‭い出しや、事業の最終ゴールにつ‬
‭いて検討を行った‬

‭●‬ ‭山元氏にアドバイスをもらいなが‬
‭ら事業の経理面についても整理‬

‭●‬ ‭制作コンテンツ：30件（Instagram‬
‭リール、TikTok）‬

‭●‬ ‭Instagram運用代行：3件‬
‭●‬ ‭うんなん暮らし推進課へのコンテン‬

‭ツ提供：3件‬
‭●‬ ‭雲南暮らしのブログ記事投稿：16件‬
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‭＜主な成果＞‬
‭➢‬ ‭本採択の3事業者において新規事業・事業拡大が実現‬

‭○‬ ‭原久子さん：シニア層がシニア層に対してマッサージを行う”齢麗美容”の実践‬
‭の場を5回実施。‬

‭○‬ ‭そん・さんひょんさん：雲南産マッコリの製造販売。大型プレハブ冷蔵庫導‬
‭入により、安定した製造が可能となった。また、販路については現在計5社か‬
‭らの取り扱いが決定。‬

‭○‬ ‭權‬ ‭智‬‭賢‬‭さ‬‭ん‬‭：‬‭地‬‭域‬‭の‬‭情‬‭報‬‭発‬‭信‬‭を‬‭行‬‭う‬‭モ‬‭デ‬‭ル。‬‭コ‬‭ン‬‭テ‬‭ン‬‭ツ‬‭提‬‭供‬‭30‬‭件、‬‭SNS‬‭代‬‭行‬
‭3件を行った。‬

‭採択者の今期の到達度は以下のとおり。‬

‭6‬



‭④ スぺチャレ・ホープ次年度に向けた案件発掘‬

‭　近年スぺチャレホープの申請者が伸び悩む傾向があることから、起業型地域おこし協力隊‬
‭やseedラボの取り組みの中で、新規事業や事業拡大についてヒアリングを実施。前述のよう‬
‭に今年度相談を受けた方も含めて、約4名と来年度の申請について協議している。‬

‭⑤ スぺチャレ・ホープ次年度の事業説明資料の作成‬
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‭　上記同様、スペチャレホープの伸び悩みに対する対策として、事業説明資料を作成。これ‬
‭を4月以降にこれまでのスぺチャレOBOGや雲南市各支援組織に配布し、宣伝の協力の要請‬
‭を行った。‬

‭⑥ 活動報告会の企画運営の補助‬
‭　‬‭以下の概要でスペチャレ活動報告会（ソーシャルチャレンジ大発表会の第1部）が開催さ‬
‭れ、おっちラボはスペチャレ・ホープ部分の運営補助を担った。‬

‭と　き　令和7年3月23日（日）13時00分～15時05分　‬
‭ところ　雲南市役所‬
‭13時00分　 開会・あいさつ‬
‭13時20分　 スペチャレ実践報告（１）ジュニア‬
‭14時20分   スぺチャレ実践報告（２）ユース‬
‭14時35分‬ ‭スペチャレ実践報告（３）ホープ（起業家3組)‬
‭15時05分   閉会・あいさつ‬

‭〈参考資料〉‬
‭資料1-1：權 智賢氏　面談議事録‬
‭資料1-2：權 智賢氏　発表資料‬
‭資料1-3：原 久子氏　"齢麗美容"　説明資料‬
‭資料1-4：そん さんひょん氏  発表資料‬

‭4.2.   Seedラボ〜起業家・事業家が育ち合うコミュニティの組成及び運営〜‬

‭(1) Seedラボの概要および目的‬

‭　令和4年度に、課題解決事業の”種”をもつ起業家らとのプロジェクト会議を多数回実施した‬
‭が、令和5年度から、次年度のスペチャレ・ホープへの流入数をより確実にするため、多く‬
‭のチャレンジャーが参加できる学びの場として、新規プログラム「Seedラボ」を始動し‬
‭た。‬
‭　Seedラボは、企業、起業家、市民等多様な主体が参画し、立場、役割などの‬‭垣根を超え‬
‭関係性を構築‬‭することで、‬‭互いに学び合い成長するためのコミュニティ‬‭組成を目指した。た‬
‭だしコミュニティづくり自体を目的とするのではなく、具体的な地域課題を軸に同分野で実‬
‭践する仲間を集めてプロジェクト化するなかから相互理解や連携が生まれるという想定のも‬
‭と、複数のテーマを設定し、それぞれにメンターとなる‬‭先輩事業家を「ゼミ長」として配置‬
‭した。‬
‭　ターゲットとして、コミュニティを豊かにするために、過去の幸雲南塾等の参加者だけで‬
‭なく、地域自主組織等の地域密着で活動する団体、都市部等で実践的な知見を有する企業人‬
‭や起業家等の参画を促すことに留意した。また、スペチャレ・ホープやSeedとの関係にお‬
‭いて、これまでの個別伴走以上にSeedラボで形成された「コミュニティが伴走する」とい‬
‭うスタイルを目指した。‬

‭今‬‭年‬‭度‬‭は、‬‭イ‬‭ン‬‭プッ‬‭ト‬‭を‬‭中‬‭心‬‭と‬‭し‬‭た‬‭場‬‭だっ‬‭た‬‭昨‬‭年‬‭度‬‭と‬‭比‬‭べ‬‭て、‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭間‬‭で‬‭対‬‭話‬‭し、‬‭実‬‭践‬
‭する機会‬‭となることを目指した。‬
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‭（2）テーマ及びゼミ長の選定理由‬

‭　テーマは、雲南市の共通課題あるいは産業の軸となる資源から選定した。またゼミ長は、‬
‭そのテーマ領域に関して雲南で事業展開をしていること、複数の事業者の連携をファシリ‬
‭テートして相乗効果を高められるようなプロデューサー視点をもつこと、試行錯誤中の起業‬
‭家に対して豊富な事業経験に基づく助言を与えられること、という観点から選定した。‬

‭①Well-being（ゼミ長：矢田明子氏）‬
‭　幸雲南塾においてこれまで多くの医療・福祉に関する取り組みが生まれてきている。その‬
‭一つであるコミュニティナースの取り組みが地域外から大きな注目を浴びるようになり、そ‬
‭れを起点として地域外の起業との協働や地域内連携が進んでいる。この状況に鑑みて、さら‬
‭に地域内で医療・福祉関係の新しいサービスが生まれる可能性があり、さらに地域住民に‬
‭とってのWell-being向上というより広い視点で連携をしていくことが、社会的経済的にイン‬
‭パクトのある産業を生み出しうると考えた。‬
‭　ゼミ長の矢田明子氏（株式会社CNC）は、上記コミュニティナースを事業化し、他地域に‬
‭も広く展開しつつ、地域内外の多数の企業と連携していることから、本ゼミのゼミ長として‬
‭選定した。昨年度、知名度の高いゲスト講師を招いたゼミを開催して多くの参加者を集めた‬
‭ことから、今年度も同様の方向性の企画を期待した。‬

‭②農・食と関係人口（ゼミ長：小倉健太郎氏・小倉綾子氏）‬
‭　市内に広がる農地は雲南の重要な資源である。木次乳業の有機農法の伝統もあり、雲南に‬
‭は脳ある暮らしを求めて移住する人も後を絶たない。しかし全体としては高齢化と後継者不‬
‭足により、農の放棄が進んでいる現状であり、持続可能な農のシステムを構築することが急‬
‭務である。それにもかかわらず幸雲南塾などでは「農」を軸とした事業立ち上げを志すチャ‬
‭レンジャーがこれまで少なかった。そこで、農という切り口から挑戦する人たちの連携を強‬
‭化していくために、本ゼミテーマを選定した。加えて「食」という切り口も打ち出すことで‬
‭コミュニティを広げていくことができると考えた。‬
‭　ゼミ長の小倉健太郎氏・綾子氏（合同会社宮内舎）は、雲南市大東町にて田畑の維持を目‬
‭的とした米の6次産業化を手掛けている。宮内舎には都市部の取引先などが生産現場の見学‬
‭に来るなど、農を通じた関係人口創出に寄与していることから、ゼミ長として選定した。‬
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‭③里山ツーリズム‬
‭　雲南市が観光産業を伸ばしていくためには、従来型の観光ツアーではなく、土地の文化や‬
‭自然資源にスポットを当て「ここでしか得られない」体験をプロデュースしていく必要があ‬
‭る。とくにたたら製鉄の舞台となった豊富な里山を空間として活用し、エコツーリズムやヘ‬
‭ルスツーリズムを組成していけるポテンシャルはあるはずである。そこで、ツーリズムの提‬
‭供に関心のあるメンバーの協働により「里山ツーリズム」を造成していくことを目指し、本‬
‭テーマを選定した。‬
‭　ゼミ長の白石章二氏は、複数の外資系コンサルティング会社在籍時に観光分野をはじめ多‬
‭数の産業分野での分析・提言に携わり、近年はヤマハ発動機にて海外拠点のビジネス立ち上‬
‭げなどを担ってきた。そのような豊富な経験を元に全国の企業向けに里山ツーリズム協議会‬
‭の設立を提言するなど本分野で精力的に活動していることから、ゼミ長として選定した。‬

‭④地域×デジタル‬
‭　社会のデジタル化が加速度的に進んでいるが、雲南市においては地域の事業者を含めデジ‬
‭タル推進が順調に進んでいるとはいい難い。そこで小さなステップでも、デジタルツールに‬
‭触れて抵抗感をなくし、事業の必要に応じたツールを導入していく事業者が増えていくこと‬
‭を目指して本テーマを選定した。‬
‭　ゼミ長の一般社団法人エンター（杉村卓哉氏と長谷川直人氏）は、近年子供向けのプログ‬
‭ラミングスクールを開講し、多くのデジタルツールを扱える事業者と連携している。デジタ‬
‭ルツールを扱う事業者とデジタルに興味のある事業者が混ざり合うことを期待し、ゼミ長に‬
‭選定した。‬

‭⑥ベンチャー起業道場‬
‭　Seedラボの目標としてスペチャレホープ等への挑戦希望者を確保することがある。上記5‬
‭つのテーマの探究は、起業家の考えているサービス価値の磨き上げに貢献するものの、同時‬
‭に現実的な事業計画として表現できるようにするサポートも必要である。そこで課題や資源‬
‭の領域にかかわらず起業家が事業計画づくりの研鑽をつめるように、本テーマを選定した。‬
‭　ゼミ長の田中学氏（合同会社ギフト）は、アパレルブランドの経営やふるさと納税等地域‬
‭産品の販促支援、宿泊施設の運営など多様なサービスを手掛けてきた。商品・サービスの売‬
‭上を上げていく計画づくりに長けていることから、ゼミ長に選定した。‬

‭参考）‬‭※林業振興課の財源を活用しているため本報告書の対象外ではあるが、ゼミ間の連‬
‭携が生じているため記載しておく‬

‭⑦フォレストラボ（森の人材育成）‬
‭　雲南市の大部分を占める里山は、所有者や森林組合にだけでは管理が行き届かず、荒廃‬
‭して公益的機能が弱まっていく恐れがある。荒廃を防ぐためにも、「里山を目的を持って‬
‭活用し、活用のために整備する」というサイクルが生まれる必要がある。そこで、里山の‬
‭価値（公益的機能）を知って、活用の仕方を考え、整備技術をもった人材を増やしていく‬
‭必要があることから、本テーマを選定した。‬
‭　ゼミ長の舩木海氏（WOODSHIP）は、里山の整備（除伐・草刈り）を請け負いなが‬
‭ら、里山資源や里山空間活用のワークショップを開催してきている。舩木氏の周りに山仕‬
‭事に関心ある層が多く見られることから、ゼミ長に選定した。‬

‭（3）各ゼミの実施内容及び結果‬

‭各ゼミの取り組み内容は以下のとおり。‬
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‭＜やおよろずの”変人”迎え祭＞‬
‭今‬‭年‬‭度‬‭は、‬‭新‬‭た‬‭な‬‭試‬‭み‬‭と‬‭し‬‭て、‬‭上‬‭記‬‭各‬‭ゼ‬‭ミ‬‭を‬‭集‬‭中‬‭的‬‭に‬‭開‬‭催‬‭す‬‭る‬‭期‬‭間‬‭（‬‭Seed‬‭ラ‬‭ボ‬‭Week‬‭）‬‭を‬

‭設け、地域内外に雲南の課題と人材育成の成果を発信するイベントを企画した。‬
‭「や‬‭お‬‭よ‬‭ろ‬‭ず‬‭の”‬‭変‬‭人”‬‭迎‬‭え‬‭祭」‬‭と‬‭題‬‭し、‬‭雲‬‭南‬‭の‬‭積‬‭み‬‭重‬‭ね‬‭て‬‭き‬‭た‬‭歴‬‭史・‬‭風‬‭土‬‭と‬‭現‬‭在‬‭の‬‭チャ‬‭レ‬

‭ンジを一挙に体感できる機会となるよう努めた。‬

‭開催日   ：2024年10月25日（金）〜10月27日（日）の3日間‬
‭内容       ：   ゼミを集中開催し、体験を中心としたツアーとして企画‬
‭企画方法：各コンテンツを各ゼミのゼミ長に企画してもらい、里山ツーリズムゼミでは主‬

‭に全体コンセプト・ツアー構成・ロジスティクス面を担った。‬
‭参加者    ： 地域内外から46名が参加‬
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‭主な成果：‬
‭●‬ ‭すでに雲南との関わりがあった企業人がさらに雲南の文脈に合った取り組みで深く‬

‭関わりたいという目標を持った。‬
‭●‬ ‭企業経営者が自社の経営革新のために月1回雲南を訪れると決めた。‬
‭●‬ ‭地域内チャレンジャーどうしが協働することで、それぞれの強みをより理解した。‬
‭●‬ ‭雲南がこれから「人のつながりの価値」の磨き上げをすべきという目標が明確に‬

‭なった。‬

‭Day1  森の人育て‬ ‭Day2  阿用収穫祭‬

‭Day2 Eat Local‬ ‭Day 3  振り返り‬
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‭（4）報告会‬

‭令和7年3月23日に開催されたソーシャルチャレンジ大発表会の第3部えすこ会議（関係人口‬
‭分科会）にて、Seedラボに関係した以下のメンバーが報告を行った。‬

‭氏名・団体名‬ ‭発表テーマ‬ ‭主に参加したゼミ‬

‭小倉綾子‬
‭（合同会社宮内舎）‬

‭おやこ地方留学受け入れの報告‬ ‭Eat Local‬
‭（ゼミ長）‬

‭えすこ会議の様子‬

‭（5）総括‬

‭　本年度、昨年度に引き続きSeedラボを実施し、‬‭41回以上(＊)の学びの場‬‭の開催による‬‭の‬
‭べ266名・ユニーク160名の参加者‬‭の関係づくりが実現できた（なお、参考として記載した‬
‭フォレストハブも合わせると、51回以上の学びの場・のべ298名・ユニーク数181名）。ま‬
‭た合計‬‭9名のゲスト講師‬‭を招き、先端的な実践の知見を雲南にもたらすことができた。‬

‭ま‬‭た‬‭「や‬‭お‬‭よ‬‭ろ‬‭ず‬‭の‬‭“変‬‭人”‬‭迎‬‭え‬‭祭」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭内‬‭外‬‭に‬‭PR‬‭し‬‭や‬‭す‬‭い‬‭機‬‭会‬‭を‬‭作‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭地‬‭域‬‭外‬
‭から雲南に関心を持つ企業人などが多数参加し、今後雲南での取り組みを始めていきたい‬
‭という意欲を引き出す場となった。‬
‭　他プログラムとの連関としては、地域おこし協力隊として着任したSeed1期生及び2期生‬
‭が、Seedラボの集まりに何度も参加して関係づくり及び事業計画のブラッシュアップの機‬
‭会として最大限活用していたり、Seed3期の応募者が複数のゼミに参加するケースやゼミ‬
‭長1名が応募し採択されるというケースが見られた。スペチャレ・ホープ採択者2名も、運‬
‭営に関わるなどして参加した。「コミュニティによる伴走」の可能性が確認できたことか‬
‭ら、さらに有効活用できるような案内方法を検討したい。　‬
‭　一方で検討課題としては、多くのインプットが得られた昨年度から、より協働するとい‬
‭う方針転換をした結果、チャレンジャーの裾野の広がりをつくることに難しさがあった。‬
‭協働プロジェクトの推進とコミュニティ形成拡大という2つの軸のバランスをとる最適解を‬
‭模索する必要がある。‬

‭＊里山ツーリズムゼミにおいては、イベントに向けて詳細を協議する会議が多数開かれて‬
‭いるがその一つ一つはカウントしていないため「以上」という記載とした。‬

‭＜参考資料＞‬
‭資料2-1：おっちラボウェブサイト上のSeedラボ特設ページ‬
‭資料2-2：Seedラボ集客に向けての取り組み（Instagramのおっちラボページ）‬
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‭資料2-3：里山ツーリズム説明資料‬
‭資料2-4：街並みデザイン資料‬
‭資料2-5：やおよろずの”変人”迎え祭  特設ページ‬
‭資料2-6：やおよろずの”変人”迎え祭  参加者振り返り記録‬
‭資料2-7：ゼミ長会議資料‬
‭資料2-8：Seedラボ参加者名簿‬
‭資料2-9：Seedラボ2024年度活動レポート‬

‭4.3.  Seed 〜起業型域地域おこし協力隊による生態系強化〜‬

‭（1）Seedの概要および目的‬

‭　雲南において地域への社会的・経済的インパクトを与えられる起業案件がまだ不足してい‬
‭るという問題意識のもとで、雲南市外から「雲南で挑戦したい」という人材を獲得する必要‬
‭が見えてきた。そのため、令和4年度に雲南市として初めて起業型地域おこし協力隊の公募‬
‭を実施することとした。令和6年度も、おっちラボは引き続きこの募集・選考のプロセスに‬
‭おいて応募者の伴走支援を行った。‬
‭　インパクトを出す事業をつくるという目的に照らし、雲南地域内でプロデューサー的視点‬
‭を持つ先輩起業家の力を借りて地域内の連携関係を早期に構築することが有効であると想定‬
‭し、先輩起業家層からの推薦とバックアップを軸として募集・伴走を行うこととした。‬
‭　以下の内容の伴走の結果、3名（うち推薦3名）から応募を受付け、全員書類選考通過と‬
‭し、2名が12月1日（日）に選考会に臨んだ。‬

‭（2）実施内容‬

‭① 公募における企画・コーディネート‬
‭●‬ ‭本制度がGP的人材（自ら覚悟を決めてまちの変化をつくっていく人材）の募集を主‬

‭眼としていたことから、昨年度に引き続き、「地域から世界を変えるラボ」「変人‬
‭よ、集まれ。」などの制度のコンセプトは継続することとした。‬

‭●‬ ‭また、公募において、「雲南市の起業家生態系のなかですでに柱となっている人材と‬
‭協働して、変化の連鎖を生み出す」ことが基本理念となっていたことから、今年度も‬
‭おっちラボにおいて、幸雲南塾卒業生や過去のスペチャレ採択者と協議した。推薦に‬
‭よる応募者は4名であった。‬

‭●‬ ‭ローカルベンチャー協議会等のチャンネルを通じて広報活動を実施した。‬
‭　‬
‭② 申請書のブラッシュアップ‬

‭●‬ ‭申請にあたっての申請書作成において、事前の依頼があった応募者には、申請書のブ‬
‭ラッシュアップを実施した。‬

‭③ 事業計画作成のためのコーディネート‬
‭●‬ ‭選考会前の事業プランブラッシュアップを目的として、応募検討者や応募者に雲南市‬

‭を訪れてもらい、フィールドワークを実施した（「Seedラボ」への参加も含め）。‬

‭④ Seedプラン発表会に向けた伴走及び運営補助‬
‭●‬ ‭事前に各応募者との面談により、プレゼンテーション内容のブラッシュアップを実‬

‭施。‬
‭●‬ ‭次年度の地域おこし協力隊の採択に向けた選考会を兼ねて、プラン発表会を以下の概‬

‭要で開催。おっちラボは運営補助を担った。‬
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‭日時　令和6年12月1日(日)10時30分より 令和5年12月3日（日）9時30分より‬
‭内容‬
‭　10時30分9時30分～　開会‬
‭　　1）白石小堀氏発表「雲南ローカルメディアプラットフォーム共につくる人‬
‭と場の物語を紡ぐプレイスメイキング」‬
‭　‬‭　‬‭2‬‭）‬‭植‬‭田‬‭岩‬‭田‬‭氏‬‭発‬‭表‬‭「リ‬‭ビ‬‭ル‬‭ディ‬‭ン‬‭グ‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭の‬‭立‬‭ち‬‭上‬‭げ‬ ‭ワ‬‭イ‬‭ン‬‭バ‬‭レー‬‭構‬‭想‬
‭を通じたテロワールツーリズムの創造」‬
‭　　3）Seed21期生中野弘也小堀祥仁氏活動状況報告　「雲南地域商社の立ち上‬
‭げ」‬
‭　　4）Seed21期生吉田勇輝岩田翔平氏活動状況報告　「Guesthouse Ikiru」‬
‭　　発表者と来場者との交流会（20分）‬
‭　12時　閉会‬

‭上記①〜④における各人の伴走内容は以下のとおり。‬

‭応募者‬ ‭プラン‬ ‭コーディネート内容（※写真）‬

‭白石章二‬
‭氏‬

‭雲南ローカ‬
‭ルメディア‬
‭プラット‬
‭フォーム事‬
‭業‬

‭9/24   オンライン面談  申請書ブラッシュアップ‬
‭11/11  飯南町商工会  加津山さんヒアリング‬

‭デザイナー阿部さんヒアリング‬
‭11/12  雲南市商工会 土谷さんヒアリング‬

‭脱炭素フォーラム参加（地元企業接続）‬
‭11/13 出雲たかはし 高橋社長ヒアリング‬

‭奥出雲町 元協力隊 落合さんヒアリング‬
‭11/14 うんなんコミュニティ財団ヒアリング‬
‭11/27 オンライン面談 プレゼンチェック‬
‭11/29  同上‬

‭（プラン発表会にて最優秀となり、着任に向け準備）‬
‭・会計士、社労士、金融機関等の紹介‬

‭金子さや‬
‭か氏‬

‭海外向け地域‬
‭商社‬

‭7/26  Seedラボ　Eat Local参加‬
‭8/7    ㈱タビカラ  サミーラさんヒアリング‬
‭8/23  オンライン面談‬
‭※その後、申請辞退‬

‭Seedラボ参加の様子‬
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‭原一馬氏‬ ‭放置竹林資源‬
‭の活用‬

‭8/27  オンライン面談   申請書ブラッシュアップ‬
‭9/19  Seedラボ Eat Local参加‬
‭※その後申請辞退‬

‭Seedラボ参加‬

‭植田歩夢‬
‭氏‬

‭リビルディ‬
‭ングセン‬
‭ター雲南立‬
‭上げ‬

‭8/21　オンライン面談‬

‭8/28　岡さん・小堀さん接続‬
‭10/8　オンライン面談‬
‭11/17　オンライン面談‬
‭11/28　幸和建設さん、空き家流通コーディネーター濱田‬
‭さんヒアリング‬
‭11/30　プレゼンチェック‬
‭12/1　面談・ikuru吉田さん接続‬

‭（プラン発表会にて追加ヒアリングの要望あり、実施）‬
‭12/2　‬
‭雲南空き家・古民家・資材活用関係者ヒアリング‬
‭・市役所松蔭さん‬
‭・市役所　空き家対策室坂田さん‬
‭・有限会社徳建　景山晃行さん‬
‭・カフェ華羅‬
‭・シルバー人材センター　藤川さん、高橋さん‬
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‭・リサイクルプラザ　土屋さん‬
‭・美星さん‬
‭・中澤建設さん‬

‭カフェ華羅でのヒアリング‬

‭　‬
‭＜参考資料＞‬
‭資料3-1：Seedプラン発表会での白石さん発表資料‬
‭資料3-2：同・植田さんの発表資料‬
‭資料3-3：白石さんヒアリング議事録‬
‭資料3-4：植田さん収支計画書‬

‭4.4. ローカルベンチャー推進協議会の雲南ローカル事務局業務‬‭　　　　　　　‬

‭(1) ローカルベンチャー協議会の概要および目的‬

‭　ローカルベンチャー推進協議会（以下「協議会」）は、2016年9月、地域の新たな経済を‬
‭生み出すローカルベンチャーの輩出・育成を目指し、西粟倉村とNPO法人ETIC.の呼びかけ‬
‭に賛同した8つの自治体により、内閣府の地方創生推進交付金に「広域連携によるローカル‬
‭ベンチャー推進事業」として申請し、採択されたのをきっかけに発足した（後に「ローカル‬
‭ベンチャー協議会」に改称）。自治体が拠出金を負担し、事務局をNPO法人ETIC.に委託し‬
‭て運営している。自治体同士や民間団体が連携し、全国からローカルベンチャーの担い手を‬
‭呼び込み、事業成長を支援し、5年間で総額50.4億円のローカルベンチャーによる売上規模‬
‭増、114件の起業家創出、269人の起業型・経営型人材の地域へのマッチングを目指して活‬
‭動を開始した。‬
‭　2021年度より第2期に入り、各地域でよりインパクト（変化）の大きい実践を生み出して‬
‭いくための支援を検討する場となっている。‬

‭代表幹事：岡山県西粟倉村‬
‭幹事自治体：北海道同厚真町、宮城県気仙沼市、島根県雲南市、愛媛県久万高原町、‬
‭パートナー自治体：約10自治体‬
‭事　務　局：NPO法人エティック.‬

‭雲南市と当法人は、本事業（課題解決型人材育成事業）に関して、主に雲南市のチャレン‬
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‭ジャーを支援する人材ネットワークの仕組み（属人的でない繋がり）、雲南市で起業する都‬
‭市部人材の獲得、コーディネーター力の養成の3点を課題として認識していた。雲南市と当‬
‭法人は、NPO法人ETIC.の宮城治男代表理事より協議会への加入の打診を受けて検討し、加‬
‭入することで上記課題の改善につながると判断し、当法人をローカル事務局とすることとし‬
‭て参加を決めた。‬

‭これを受けて、平成29年5月15日の協議会の総会において、雲南市の加入が承認された。‬
‭本年度は、①都市圏の起業家型人材等とのネットワーク構築や人材誘致、②先進自治体等‬

‭とのノウハウ共有による地域で起業家を持続的に育成確保していくためのプログラムや仕組‬
‭みの開発を目的においた。‬

‭(2) 令和6年度の協議会における協働内容‬

‭①「 オープン戦略会議」の企画支援‬
‭各地域の共通課題となるテーマを持ち寄り、全国のプレーヤーと協議する勉強会。‬
‭下記のイベントの企画運営を共同で行った。‬

‭（資料4-1、5頁）‬

‭② 「ローカルリーダーズミーティングin日南」の企画支援と参加‬
‭2024年7月13日（土）～14日（日）の2日間にわたり、宮崎県日南市で第3回目となるローカ‬
‭ルリーダーズミーティングを開催。その企画運営において協働した。また雲南に関わるメン‬
‭バーに、最新の地域づくりの同行把握のために参加を促し、◯名が参加した（雲南出身の都‬
‭市部企業人3名、一般社団法人umi、起業型地域おこし協力隊1名）‬

‭＜企画概要＞‬

‭（資料4-1、6頁）‬
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‭（資料4-1、7頁）‬

‭また、上記「ロカデミック・まーけっと！」では雲南から参加したメンバーが「SATOYAM‬
‭Aツーリズムの可能性」の分科会を企画し、また以下の分科会に参加し、雲南のまちづくり‬
‭に必要な知見を得た。‬
‭登壇者名：‬
‭岸田泰則、木藤亮太、伊藤俊一、宮地勇輔、明石和幸、荒井省吾ほか、今永典秀、横山暁一‬

‭（資料4-1、8~9頁）‬
‭③SATOYAMAツーリズムのインパクトモデルづくりでの協業‬
‭近年取り組んできたSATOYAMAツーリズムの価値を可視化するため、PwCコンサルティン‬
‭グとも議論を重ね、インパクトモデル（ロジックモデル）を作成し公表した。‬
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‭（資料4-1、13頁）‬

‭（資料4−3、17頁）‬

‭④ ローカルベンチャー協議会の運営への参画  自治体合同合宿‬
‭以下の概要の自治体合同合宿に参加し、ローカルベンチャー支援についてヒントを得た。‬
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‭（資料4-1、15頁）‬

‭(3) 協働の成果‬

‭①全国の起業家型人材等とのネットワーク構築や人材誘致‬

‭●‬ ‭オープン戦略会議の企画を通して、東北復興においてインフルエンサーとなっている‬
‭小松理虔氏との関係構築ができた。‬

‭●‬ ‭ローカルリーダーズミーティングにて、‬

‭○‬ ‭雲南で街並み再生に取り組む地域おこし協力隊員と日南市の油津商店街復興‬
‭の立役者・木藤亮太氏がつながることができた。‬

‭○‬ ‭現在東京にてビジネスをしているがいずれ雲南で活動したいと考えている20‬
‭代の若者が参加し、全国の地域づくりのプレーヤーと知り合うことができ、‬
‭今後のまちづくりの人材育成となった。‬

‭○‬ ‭地熱発電を手掛けるふるさと熱電・明石和幸氏と関係構築ができ、それを通‬
‭じて「やおよろずの変人迎え祭」への誘客と関係人口の拡大につながった。‬

‭●‬ ‭協議会自治体の錦江町メンバーが雲南視察に訪れ、雲南のローカルベンチャーを含む‬
‭関係者と関係構築できた。‬

‭②起業家を持続的に育成確保していくためのプログラムや仕組みの開発‬

‭●‬ ‭ローカルリーダーズミーティング前日プログラムにて、雲南市の第三次総合計画に基‬
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‭づく‬‭「えすこユニバーシティ」構想の共有‬‭をし、「オープンとクローズ、設計と偶発‬
‭性のバランスが大事」（気仙沼）「なぜ私にも声かけてくれないのかと言いたくな‬
‭る仕組み」（錦江町）など、基調なフィードバックを受けた。‬

‭●‬ ‭SATOYAMAツーリズムのロジックモデル‬‭が整理され、今後の取り組みに関係者を巻‬
‭き込んでいく際の見取り図として活用できる。‬

‭●‬ ‭自治体合同合宿にて、久万高原町では具体的なベンチャー支援プログラムを設計して‬
‭行うのではなく、「みんなが立ち寄り自然とアイディアを話したくなる場づくり」‬
‭に集中しているのを見聞きし、‬‭コワーキングスペースのあり方‬‭を省みた。‬

‭(4) 総括‬

‭過去3年度に引き続き、雲南市のまちづくりにおける空白地帯に近かった「山林空間の活‬
‭用」を促進する取り組みについてLV協議会と協働し、里山ツーリズム協議会（2022年度に‬
‭開始した「森あそびラボ」というテーマから発展）について、ローカルリーダーズミーティ‬
‭ングでの分科会として、さらなる人材の獲得に努めた。‬

‭雲南で起業する人材の獲得にはつながっていないが、雲南の団体が協議会のコーディネー‬
‭ターによる伴走を受けた結果地域での学生の滞在拠点をオープン予定であるなど、雲南の起‬
‭業家の育成の機会として有効である。来年度は、ローカルリーダーズミーティングを雲南開‬
‭催とすることで、ローカルベンチャー協議会の持つリソースと雲南で取り組む方々との接続‬
‭ができるようにしていく。‬

‭＜参考資料＞‬
‭資料4-1：「ローカルベンチャー推進事業」に関する事業報告書‬
‭資料4-2： プレスリリース（SATOYAMAツーリズムのインパクトモデル公開）‬
‭資‬‭料‬‭4-3‬‭：‬ ‭島‬‭根‬‭県‬‭雲‬‭南‬‭市‬‭の‬‭SATYOAMA‬‭ツー‬‭リ‬‭ズ‬‭ム‬‭と‬ ‭イ‬‭ン‬‭バ‬‭ウ‬‭ン‬‭ド‬‭増‬‭加‬‭の‬‭効‬‭果‬‭を‬‭可‬‭視‬‭化‬‭し‬‭た‬

‭インパクトモデル‬

‭5．総括〜今後への提言〜‬

‭今‬‭年‬‭度‬‭は、‬‭Seed‬‭ラ‬‭ボ‬‭の‬‭企‬‭画‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭「や‬‭お‬‭よ‬‭ろ‬‭ず‬‭の”‬‭変‬‭人”‬‭迎‬‭え‬‭祭」‬‭を‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭と‬‭し‬‭て、‬‭チャ‬
‭レンジャーコミュニティの中で協働プロジェクトが複数生まれてきたこと、あるいは地‬
‭域外の企業人から雲南へのコミットを引き出し協働の萌芽が見られることが、人材育成‬
‭における重要な成果である。他のチャレンジャーとの協働により、独力ではできない規‬
‭模の取り組みに挑戦でき、また自らの強みと立ち位置が明確になってくることで、各‬
‭チャレンジャーの事業構想につながってくると考えられる。このことを踏まえ、‬‭Seedラ‬
‭ボは今後さらに協働（あるいはそれを超えた「総働」）の場として価値を高めていくべ‬
‭き‬‭である。‬
‭　スペチャレ・ホープに関しては、昨年度提起された「取り組みを始めたばかりの方が‬
‭申請してきた場合、そのプランの実現可能性を判断する材料が乏しく審査も難しくな‬
‭る」という問題意識を踏まえ、すでに試行を繰り返し一定の確信をもって事業プランを‬
‭語れるチャレンジャーを採択することができた。一方で、Seedラボが上記の位置づけと‬
‭なる場合、「スペチャレ・ホープへの引き上げ」という機能と合わない部分も出てくる‬
‭ため、‬‭スペチャレ予備軍の発掘と育成のための独自の場を設けることが有効ではないか‬
‭と考える。‬
‭　また、3期目となる、起業型地域おこし協力隊「Seed」の公募をし、都市部でのビジ‬
‭ネス経験豊富で地域に変化をもたらせる方の採択につながった。上記の「やおよろずの”‬
‭変人”迎え祭」での成果と合わせ、‬‭今後ビジネス層にさらにアプローチしていくことで、‬

‭25‬



‭Seedに限らず地域に変化を起こせる関係人口の取り込みを強化していくべき‬‭である。‬

‭以上‬
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‭_様‬‭式第８号（第１０条関係）‬

‭雲南市林業・林産業人材配置支援事業費補助金実績報告書‬

‭令和７年３月２０日‬

‭雲南市長　石飛 厚志　様‬

‭申請者　雲南市木次町木次２９　　　　　　　‬
‭　　　　特定非営利活動法人おっちラボ　　　‬

‭　代表理事　小俣　健三郎　　　　　　‬
‭連絡先　担当：小俣 健三郎　TEL：0854-47-7339　‬

‭　雲南市林業・林産業人材配置支援事業費補助金交付要綱第１０条の規定により、‬
‭下記のとおり報告します。‬

‭記‬

‭補助年度‬ ‭令和６‬ ‭補助金‬
‭の名称‬

‭雲南市林業・林産業人材配置支援事業費補助‬
‭金‬

‭補助事業名‬ ‭雲南市林業・林産業人材配置支援事業‬
‭補助対象経費総額‬ ‭１，５０２，１２５円‬
‭補助金交付決定額‬ ‭１，５００，０００円‬

‭対象事業の施行所‬ ‭（所在地）　　雲南市‬
‭（事業所名）　特定非営利活動法人おっちラボ‬

‭対象事業の着手年月日‬
‭及び完了年月日‬

‭（着手）令和６年７月８日‬
‭（完了）令和７年３月２０日‬

‭添付書類‬

‭(1)　事業報告書（別紙１）‬
‭(2)　収支決算書（別紙２）‬
‭(3)　事業に係る契約書、請求書及び領収書の写し‬
‭(4)　事業実施写真‬
‭(5)　その他市長が必要と認めるもの‬



‭別紙１（様式第８号関係）‬

‭事業報告書‬

‭団体名：特定非営利活動法人おっちラボ‬

‭補助事業名‬ ‭雲南市林業・林産業人材配置支援事業‬

‭事業の名称‬
‭移住者や若者を中心とした森林整備チーム形成による、森林へ‬

‭の多様な関わり方の創出のための人材育成事業〜Forest Hub〜‬

‭実施場所‬ ‭雲南市大東町久野地区など‬

‭実施予定期間‬ ‭着手‬ ‭令和６年７月８日‬ ‭完了‬ ‭令和７年３月２０日‬

‭配置した人材に関‬
‭する事項‬

‭【配置した人材】‬

‭(1)　舩木海氏（大東町在住）‬
‭　‬‭森林組合での勤務経験を活かし、雲南市内をはじめとする近隣の地域‬

‭において、森林整備、伐採や草刈り等を幅広く請け負う一方、林業従事‬

‭者をはじめ林業に参画する人材の育成も手掛けており、2023年度から当‬

‭法人が実施する「Seedラボ」において、「フォレストラボ」として、森‬

‭林の活用に参画していきたい層の発掘を目指すゼミのゼミ長業務を実‬

‭施。‬

‭　本事業においては、上記経験を活かし、整備技術を身に着けたい市民‬

‭に対して実際の整備作業をしながら知識、技術の提供を行うとともに、‬

‭市内各地域の森林整備ニーズとそこにアプローチする人々とをつなぐ業‬

‭務を主に担当。‬

‭(2)　梶谷知世氏（加茂町在住）‬
‭　‬‭島根県立松江農林高校卒、島根大学生物資源学部在学中。‬

‭　中学生時代より、地域づくりや各種イベント運営等を幅広く担当して‬

‭いる一方で、近年は木次町の一般社団法人エンターにおいて、小学生向‬

‭けのプログラミング教室の運営に従事。GISデータを活用したデータ基‬

‭盤構築等の実務経験もあり、デジタル技術の操作に精通。‬

‭　本事業においては、上記経験を活かし、情報発信を中心に、舩木氏に‬

‭よる学びのコンテンツ提供をサポートする。‬

‭(3)　佐藤満氏（大東町在住）‬
‭　‬‭幸福な自治研究所代表。2004年11月に6町村が合併し、雲南市が誕‬

‭生。合併前の協議会事務局から政策企画部政策推進課長などを経て、‬

‭2014年4月より政策企画部長に就任。退職後、2021年より現職。地域自‬

‭主組織(小規模多機能自治)の仕組みづくりから携わり、現在も農地・山‬

‭林・空き家等のコモンズ化を視野に入れた新たな自治制度を模索中。人‬

‭材育成を中心とする「子ども×若者×大人×企業チャレンジ」による‬

‭ソーシャルチャレンジバレー構想を推進。日本の高齢化の25年先を行く‬

‭「課題先進地」から「課題解決先進地」となるための取組みを、市民、‬

‭NPO法人、まちづくり団体、企業との連携を進めている。‬

‭　本事業においては、生物多様性や山林のコモンズ化を軸とした持続‬



‭可能な仕組みの開発を担当‬‭。‬

‭(4)　石原達也氏（木次町在住）‬
‭合‬‭同‬‭会‬‭社‬‭遠‬‭足‬‭計‬‭画‬‭代‬‭表。‬‭鳥‬‭取‬‭市‬‭社‬‭協‬‭で‬‭の‬‭勤‬‭務‬‭と‬‭岡‬‭山‬ ‭NPO‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭で‬

‭の管理職を経験後、2015年に「みんなの集落研究所」を設立し地域コ‬

‭ミュニティの課題解決支援を開始。2020年、雲南市の「NPO法人おっち‬

‭ラボ」理事に就任。2024年にはこれまでの経験を活かし、課題解決の‬

‭「仕組み」づくりに特化した合同会社「遠足計画」を雲南市で起業。地‬

‭域の社会課題解決のための事業/プロジェクトの設立・経営・社会調査‬

‭の企画実施、また、行政・企業・学校・NPO等の組織を越えた協業や共‬

‭創・コレクティブインパクトの仕組みづくりなどを専門分野とし、多岐‬

‭にわたる事業を展開している。‬

‭　本事業においては、生物多様性や山林のコモンズ化を軸とした持続‬

‭可能な仕組みの開発における調査の支援を担当。‬

‭【配置実績（場所・日数等）】‬

‭(1)　舩木海氏‬

‭・実地研修会の準備のための整備作業をかみくの桃源郷にて実施（10‬

‭人日）‬

‭・実地での研修会を、かみくの桃源郷にて全５回実施。（5日）‬

‭・オンラインでの座学講座５回（１回２時間程度)‬

‭(2)　梶谷知世氏‬

‭・当法人事務所および現地に配置：事業期間おいて延べ192時間配置‬

‭（1ケ月あたり22～33時間従事 ※7月～1月）‬

‭(3)　佐藤満氏‬

‭・当法人事務所及び現地（かみくの桃源郷、阿用地区の里山）に配置‬

‭（8日）‬

‭(4)　石原達也氏‬

‭・委託契約を締結し、【配置した人材】記載の仕組みの開発等にかか‬

‭る打ち合わせ全6回。‬

‭【配置に係る経費（賃金・報酬・委託費等）】‬

‭(1)　舩木海氏（業務委託：税別100万円）‬
‭・内訳：講座/研修1回あたり10万円×10回‬

‭(2)　梶谷知世氏（雇用：20万円）‬
‭　・‬‭事業期間おいて延べ192時間配置・時給1050円‬
‭(3)　佐藤満氏（業務委託：税別15万円）‬

‭(4)　石原達也氏（業務委託：税別15万円）‬



‭【配置人材の実施事業内容及び実績】‬

‭(1)　舩木海氏‬
‭該当地域での整備現場において、実地で必要とされている知識・技術‬

‭を学ぶ内容の研修会を実施。オンラインと久野地区をベースに、研修‬

‭プログラムを開発した。‬

‭◯実地研修：‬

‭・9月 29日   刈払機の使い方ワークショップ‬

‭・10月 25日 『変人迎え祭』での山林研修（伐倒と搬出）‬

‭・11月 4日   研修受入を通した枝打ちの基本と将来林型‬

‭・11月 17日  感覚を言語化することによる林内環境の把握‬

‭・11月 24日  山林の多岐にわたる時間軸での捉え方／‬

‭身体の使い方と整備の基礎‬

‭◯オンライン研修‬

‭・7月 30日 山林への関わり方の言語化第1回‬

‭・7月 31日 山林への関わり方の言語化第2回‬

‭・1月 8日  里山整備についてＱ＆Ａ‬

‭・2月 27日 小林綾里さん(京都府 京北地域)‬

‭山林に親しむコンテンツの実施について‬

‭・3月 13日 内田樹志さん(鹿児島県 錦江町)‬

‭ハゼノキを起点とした里山整備・活用について‬

‭(2)　梶谷知世氏‬

‭森林整備に関心ある人材・団体のコミュニティづくりのため、SNSを‬

‭通じた情報発信を実施。おっちラボのInstagramアカウントで、舩木‬

‭氏関連の投稿を累計18回実施。閲覧回数最大1613回、平均504回。‬

‭(3)　佐藤満氏‬

‭生物多様性向上を意図する持続的な森林整備やコモンズ化のスキーム‬

‭及びそれに向けた人材育成プログラムにつき打ち合わせを全7回実‬

‭施。またヒアリングした関係者10件、関係者との意見交換会を3日間‬

‭実施した。令和7年度の里山環境改善ワークショップの計画と資金調‬

‭達に結実した。‬

‭(4)　石原達也氏‬

‭上記スキームとプログラム開発に向けた調査支援に関し、ヒアリング‬

‭した関係者6件。山林のコモンズ化を軸にした持続可能な仕組みの提‬

‭案作成（下図）。‬



‭事業の実施状況‬

‭【1】森林にアプローチする若手（20〜40歳代）や移住者による森林整‬

‭備チームの形成‬

‭①‬ ‭Facebook‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬ ‭「フォ‬‭レ‬‭ス‬‭ト‬‭ハ‬‭ブ」‬‭へ‬‭の‬‭登‬‭録‬‭者‬‭17‬‭名‬‭（小‬‭俣、‬

‭梶谷、舩木氏を含む）‬

‭https://www.facebook.com/groups/1142935590307049‬

‭② 同登録者の数名によるかみくの桃源郷の整備作業を実施‬

‭③グリーンパワーうんなんの市民参加型木材収集グループとして10‬

‭名で登録（小俣、舩木氏を含む）‬

‭【2】整備チーム参加者を含む地域内外の人材向けに以下の育成プログ‬

‭ラム提供と学び合いのコミュニティづくり‬

‭上記、「配置する人材に関する事項」に記載したとおり、舩木氏が全‬

‭10回の講習を実施した。‬

‭【3】持続的な森林整備のスキームをつくるための調査検討‬

‭生物多様性等に関する資金の流れや包括遺贈によるコモンズ化といった‬

‭制度を踏まえた仕組みを検討し、次年度以降の取り組みを計画した。‬

‭事業の成果と課題‬
‭及び今後に向けた‬

‭取組‬

‭上記【1】について‬

‭・整備チームの形成ができ、共同で整備作業を実施できたこと、里山‬

‭整備の案件に係る情報や育成コンテンツを提供し地域内外の若手や‬

‭移住者が里山整備に継続的に関わるための機会ができたこと、及び‬

‭市民参加型収集運搬システムに参加する人数が増加したことは成果‬

‭である。‬

‭・他方で、上記システムのグループ登録以降は実働につながっていな‬

‭い。‬

‭上記【2】について‬

‭・育成プログラムによりコミュニティは形成されつつあり、空間利用‬

‭など木材生産以外の森林活用策のアイディアやその実現に向けた整‬

‭備の構想が競技されるようになっている。‬

https://www.facebook.com/groups/1142935590307049


‭・他方、その影響は限定的で、多様な森林との付き合いを始める人や‬

‭地域が増えていくための道筋づくりは今後の課題である。‬

‭上記【3】について‬

‭・上記図に示した持続的なスキームの構築につき関係者と方向性の合‬

‭意ができたこと、それにより整備チームが持続的かつ自立して活動‬

‭していくための道筋が見えてきた。‬

‭今後に向けた取り組み‬

‭今‬‭後、‬‭グ‬‭リー‬‭ン‬‭パ‬‭ワー‬‭う‬‭ん‬‭な‬‭ん‬‭な‬‭ど‬‭と‬‭の‬‭協‬‭議‬‭の‬‭う‬‭え、‬‭上‬‭記‬‭ス‬‭キー‬‭ム‬‭を‬

‭実際に構築し、動かしていきつつ、具体的な森林空間の活用イメージを‬

‭可視化し、そこに向けて山林整備作業に多様な人材を動員していく仕掛‬

‭けをしていくことを目指す（参考：民谷地区の「草刈り応援隊」）。‬

‭林業振興ビジョン‬
‭実現に関する事項‬

‭◆基本方針１．森林を活かす【森林整備】‬

‭　Ⅰ．森林状況を把握しあるべき姿を示す（森林の役割の明確化）‬

‭　　③森林の現況・資源情報の見える化‬

‭　　 ・GISによる山林データの入力・可視化の仕組み構築による‬

‭　Ⅱ．森林状況と合意に基づく最適な森林整備の実現‬

‭　　②環境林（広葉樹）の活用計画の実施‬

‭　　 ・森林整備の構想を描く研修による‬

‭◆基本方針３．人を育てる【人材育成・確保】‬

‭　Ⅱ．多様な森林・林産業への関わり方ができる地域へ‬

‭　　①里山整備を実施する市民、組織の育成・活動支援‬

‭・整備チーム形成と育成プログラムの実施による‬

‭　　②多様な就業形態や森林や木材に触れる機会の創出‬

‭・整備チーム形成と育成プログラムの実施により、半林半Xという就‬

‭業形態が選択肢になる‬

‭　　③多様な分野での森林・木材利用の新たな事業づくり‬

整備の構想検討により、空間活用などの事業構想が生まれる‬

‭成果指標‬ ‭指標名‬

‭育成プログラムに‬

‭５回以上出席した‬

‭参加者の数‬

‭市内での活動者に限る‬

‭令和５年度‬
‭（指標設定時）‬

‭0人‬

‭令和６年度‬
‭（実績報告時）‬

‭0人‬

‭令和７年度‬
‭（ 目　　標 ）‬

‭5人‬

‭（今後の達成に向けた方策）‬
‭今年度はターゲット層の発掘に苦労し、目標を下回る実績と‬
‭なった。次年度以降は久野地区を含む複数の地域で、里山の目‬
‭指す姿に向けて整備活動を行うという形で住民に活動を広げて‬
‭いく予定。またグリーンパワーうんなんとも連携し、整備に‬
‭よって伐採される木材の出口の確保にも挑戦する。‬

‭備　　　考‬
‭5回以上のリピーターはいなかったが、雲南市で活動する方7名‬
‭が参加した。また舩木氏関連の投稿を累計18回実施（閲覧回‬
‭数最大1613回、平均504回）したことにより、本活動の関心層‬
‭を広げることができ、次年度以降の下地づくりができた。‬





‭別紙２（様式第８号関係）‬

‭収 支 決 算 書‬

‭収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円‬
‭区分‬ ‭金額‬ ‭説明‬

‭林業・林産業人材配置支援事業費‬
‭補助金‬ ‭1,500,000‬

‭自己資金‬ ‭180,000‬

‭合計‬ ‭1,680,000‬

‭支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円‬
‭区分‬ ‭金額‬ ‭説明‬

‭助‬
‭対‬
‭象‬
‭経‬
‭費‬

‭委託料‬ ‭1,300,000‬

‭(1)　舩木海氏（業務委託：100万円）‬

‭・研修/コンテンツ提供：10回‬

‭(2)　佐藤満氏（業務委託：15万円）‬

‭　・ヒアリング調査、スキーム調査、提案‬

‭　・打合せ会開催：8回程度‬

‭(3)　石原達也氏（業務委託：15万円）‬

‭・ヒアリング調査、スキーム調査、提案‬

‭　・打合せ会開催：8回程度‬

‭給与‬ ‭202,125‬
‭梶谷知世氏‬
‭時給1,050円・実績別添のとおり‬

‭補助対象経費計①‬ ‭1,502,125‬
‭補‬
‭助‬
‭対‬
‭象‬
‭外‬
‭経‬
‭費‬

‭理事報酬‬ ‭180,000‬
‭代表理事小俣健三郎の理事報酬のうち、本件‬
‭業務に係る按分‬
‭時給換算3,000円×3時間×20日‬

‭公租公課‬ ‭0‬

‭補助対象外経費計②‬ ‭180,000‬
‭総事業費③＝①＋②‬ ‭1,682,125‬

‭(注)必要に応じ根拠が分かる書類等を添付すること‬



‭（様式第７号別紙）‬

‭事業結果報告書‬

‭　１　事業内容‬

‭事業名‬ ‭市民協働による発電事業を考える会 in 雲南‬

‭実施期間‬ ‭令和６年4月1日～令和７年3月31日‬

‭実施場所‬ ‭雲南市‬

‭具体的な内容‬ ‭本事業は、市民主導の発電事業を立ち上げていくための準‬

‭備委員会である。そのため、事業内容は、ワークショップによる‬

‭検討を重ねていくことを中心に行った。このワークショップは、本‬

‭領域についての関心の高い市民や、脱炭素に取り組む意欲の‬

‭ある事業者の参画を企図した。‬

‭（１）月1回程度の全体会（参加者は各回 6〜15名）‬

‭4月22日：市のPPA事業の議論状況の共有と質疑‬

‭5月27日：雲南市の電力事業のあるべき姿とは‬

‭6月24日：PPA事業のシミュレーション‬

‭長期的なエネルギー自治に向けて取組むこと‬

‭8月26日：地域自主組織ヒアリングを踏まえ市の進めるPPA‬

‭事業に要望すべきこと‬

‭市民として小水力発電に向かってみる可能性‬

‭10月10日：①全国小水力利用推進協議会 中島大氏 講演‬

‭・小水力発電適地のみつけ方等‬

‭②株式会社交交（海士町）　淺井峰光氏 講演‬

‭・PPA事業から地域に還元する海士モデル‬

‭11月19日：「小水力発電のための流量計測方法を学ぶ」‬

‭※市の脱炭素勉強会に本会メンバーで参加‬

‭（2）隔週程度の有志勉強会（オンライン：各回45分：参加者は各‬

‭回1〜5名）‬

‭4月5日、4月15日、4月19日、5月17日、5月24日、5月31日、6‬

‭月7日、6月14日、6月21日、7月5日、7月19日、8月2日、8月9‬

‭日、8月23日、8月30日、9月13日、9月20日、10月18日、11月1‬

‭日、11月15日、11月22日、12月6日、1月24日、2月14日、2月26‬

‭日、3月14日、3月21日の全27回開催‬

‭上記(1)（２）を通じて、集まりを全33回開催し、24人（ユニーク数）‬

‭の参加があった（現在LINEグループに登録している人数）。事‬

‭業者については、脱炭素の動きの中で影響が及ぶガスや石油‬

‭を扱う事業者、脱炭素に取り組む畜産業者、発電設備のメンテ‬

‭ナンスに関わる電気事業者の参加があった。‬

‭　また、市民だけで発電事業を考えることは困難なので、他の地‬

‭域で市民主導の小水力発電事業立ち上げを支援してきた専門‬



‭家や、海士町でPPA事業の利益を地域還元する取り組みをして‬

‭いる講師を招いて学ぶとともに、市民が何を行っていくべきかを‬

‭整理した。‬

‭以上と並行して、以下の調査を行った。‬

‭（3）調査・ヒアリング‬

‭4月12日： 出雲市バイオマス発電（市民出資）ヒアリング‬

‭6月24-28：地域自主組織から脱炭素関連の意向ヒアリング‬

‭7月22日：西粟倉村役場に発電事業ガバナンスの考え方‬

‭（とくに役場からの出資）についてヒアリング‬

‭9月5-6日：PPA海士町モデルの視察‬

‭12月18-19日：中島大氏とともに小水力発電適地踏査に同行‬

‭3月28日： ３０kW規模の小水力発電の現場視察‬

‭（松隈小水力発電所＠佐賀県吉野ヶ里町）‬

‭（4）市役所及び市外企業との協議（連携協定）‬

‭上記の集まりや調査の動きと並行して、令和6年6月10日、雲‬

‭南市及び他地域でPPA事業に取り組む企業と当法人で「「共創‬

‭による雲南市の脱炭素・再生可能エネルギーの推進に関する‬

‭連携協定」を締結し、公共施設の屋根を利用したPPA事業の公‬

‭募に関するあるべき姿の検討を密に行った。‬

‭上記集まりでの意見をもとに公募条件の提案をしたほか、市‬

‭によるガバナンスを高める出資のあり方について討議することが‬

‭できた。‬

‭事業成果‬

‭（実施団体の評価）‬

‭本事業を行ったことにより、以下の成果が得られた。‬

‭(1) 脱炭素・再生可能エネルギーによるまちづくりに意欲的な市‬

‭民の可視化とコミュニティづくり‬

‭●‬ ‭地域住民による「雲南でエネルギー自治を実現する会」を‬

‭全体会・有志勉強会という形で開催し続け、‬‭24名のLINEグ‬

‭ループ‬‭ができた。また、参加頻度の高い‬‭5〜6名のコアメン‬

‭バー内での意識共有‬‭が進んできた。‬

‭●‬ ‭参加メンバー内でLINEグループを使って各地の事例や脱‬

‭炭素技術の動向など、‬‭多様な情報が交換される‬‭ようになっ‬

‭た。‬

‭(2) 市の進める公共施設太陽光PPA事業における地域志向の‬

‭向上‬

‭●‬ ‭地域住民による「雲南でエネルギー自治を実現する会」を‬

‭開催し続け、行政とも密に情報共有を図ったことで、市が公‬

‭共施設を中心として進めている‬‭太陽光PPA事業の進め方に‬

‭おいて、市民の視点を重視する姿勢‬‭が強まった。‬

‭●‬ ‭公募により地域外の企業が採択する見込みが高い中、当‬

‭会からの要望に基づく議論をし、‬‭市が同事業に少額でも出‬

‭資し、株主として監視力を高めるという方向‬‭に至った。‬



‭●‬ ‭同事業は当初見込まれた企業が採択されたが、雲南を担‬

‭当する役員が積極的に当法人との協業について日々協議‬

‭を重ねるなど、‬‭地域づくりへの好影響を第一に考える体制‬‭と‬

‭なった。‬

‭(3) 市民において各発電方法におけるリスクとメリットの理解向上‬

‭と、市民の立ち位置の明確化‬

‭●‬ ‭上記PPA事業の事業シミュレーションを市民とも共有し、他‬

‭方で小規模に地域主体で行う方法も学んで比較したこと‬

‭で、‬‭上記PPA事業は規模としてもリスクとしても市民中心に‬

‭取り組むことが難しいと、納得感ある判断‬‭ができた。‬

‭●‬ ‭リスクの高いPPA事業は体力のある企業に担ってもらったう‬

‭えで、初期投資さえできればリスクが小さく長期に地域に経‬

‭済を生める‬‭小水力発電を市民中心で検討するという方針が‬

‭明確になった‬‭。‬

‭●‬ ‭立ち位置が明確になったことにより、市との連携も強化さ‬

‭れ、‬‭国の補助金を活用して小水力の適地踏査を実施でき、‬

‭さらに詳しい調査に向かう計画‬‭である。‬

‭(4) 2025年度の活動計画と財源の確保‬

‭●‬ ‭上記(2)の結果、当エネルギーの会としては、‬‭再生可能エネ‬

‭ルギーに関する地域団体向け勉強会及び小水力発電の調‬

‭査・実行支援のラボ‬‭を展開するという計画とした。‬

‭●‬ ‭上記の計画につき、COSMOエコ基金の助成金に採択さ‬

‭れ、‬‭最長３年間の資金提供を得られる‬‭こととなった。‬

‭（資料添付）‬

‭資料１  全体会運営用スライド‬

‭資料２  当会の広報用チラシ‬

‭資料３  当会LINEグループの連絡内容‬

‭資料４  当会メンバーからの提言‬

‭資料５  雲南市、民間企業３社及び当法人との連携協定のプレスリリース‬

‭資料６  小水力発電に関する講演資料（6-1,6-2）（中島大氏）‬

‭資料７  小水力発電適地候補の踏査結果のレポート（中島大氏）‬

‭資料８  雲南市、PPA事業体、当会を含む関連図及び来年度の活動の告知用チラシ‬

‭資料９  松隈小水力発電所リーフレット‬

‭２　収支決算‬

‭　（１）収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　（単位：円）‬

‭区分‬ ‭決算額‬



‭活動支援金‬
‭320,000円‬

‭その他の助成金等収入‬
‭0円‬

‭自己資金‬
‭8,644円‬

‭合計‬
‭328,644円‬

‭（２）支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭（単位：円）‬

‭項目‬ ‭決算額‬ ‭うち活動支援金‬

‭人件費‬

‭（担当者本業務従事）‬

‭132,000円‬ ‭123,356円‬

‭報償費‬

‭（講師謝金）‬

‭27,190円‬ ‭27,190円‬

‭旅費‬

‭（アドバイザー招聘旅費）‬

‭158,454円‬ ‭158,454円‬

‭旅費‬

‭（市内移動ガソリン代）‬

‭0円‬ ‭0円‬

‭印刷製本費‬

‭（チラシ・資料の印刷代）‬

‭11,000円‬ ‭11,000円‬

‭合計‬
‭328,644円‬ ‭320,000円‬


